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8月 10日（金）

ひとしずく

よ
く
晴
れ
て
非
常
に

日
差
し
が
強
く
、
暑

さ
が
厳
し
い
週
末

だ
っ
た
。
日
中
は
猛

暑
と
い
う
よ
り
酷
暑

の
感
が
あ
っ
た
▼
最

近
、
同
年
代
と
の
会

話
で
、
「
若
い
頃
は
、

気
温
が
30
度
を
超
す
日
は
、
こ

ん
な
に
毎
日
の
よ
う
に
は
な

か
っ
た
。
熱
帯
に
な
っ
た
よ

う
」
が
、
決
ま
り
文
句
の
よ
う

に
な
っ
て
い
て
、
何
と
は
な
し

に
面
白
い
▼
実
際
、
真
冬
の
釣

り
で
、
溶
か
し
た
針
に
付
け
る

餌
が
、
再
度
凍
る
こ
と
も
か
な

り
減
っ
て
シ
ー
ズ
ン
中
に
２
回

あ
る
か
な
い
か
で
、
や
は
り
温

暖
化
の
影
響
な
の
だ
ろ
う
か
―

と
思
う
。
そ
の
会
話
の
最
後
は

た
い
て
い
「
魚
も
あ
ま
り
水
揚

げ
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
し
、

年
々
異
常
気
象
が
進
ん
で
い

る
」
▼
今
年
も
海
水
浴
を
し
て

い
な
い
が
、
ま
た
郷
ノ
浦
町
、

大
島
の
海
水
浴
場
に
行
っ
て
み

た
い
と
思
う
。
以
前
行
っ
た
時

の
様
に
、
砂
浜
は
も
ち
ろ
ん
、

透
明
度
が
良
く
美
し
い
海
も
そ

の
ま
ま
で
、
一
緒
に
行
っ
た
全

員
が
そ
の
美
し
さ
に
感
動
し
た

時
の
よ
う
だ
ろ
う
か
と
思
う
。

あ
の
海
の
豊
か
さ
、
自
然
は
残

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼
も
う

８
月
も
中
旬
。
こ
れ
で
盆
の
期

間
が
過
ぎ
る
と
、
今
年
も
あ
っ

と
い
う
間
に
行
っ
て
し
ま
う
。

7
日
に
は
、
暦
の
上
で
は
次
の

季
節
・
秋
に
入
っ
た
と
さ
れ
る

二
十
四
節
気
の
一
つ
「
立
秋
」

が
過
ぎ
た
。
き
っ
と
今
年
の
残

暑
も
長
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
は

▼
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
く
で

あ
ろ
う
が
、
心
身
共
に
ゆ
っ
く

り
で
き
る
時
、
１
日
が
作
れ
る

な
ら
、
睡
眠
や
休
息
の
時
間
を

取
っ
て
体
調
を
整
え
、
こ
の
暑

い
時
季
を
、
元
気
で
無
事
に
過

ご
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

市
長
が
心
臓
手
術
で
入
院

２
議
案
可
決
、
市
議
会
定
例
会
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壱
岐
市
議
会
定
例
会
８
月
会

議
は
３
日
に
開
か
れ
、
市
医
学

修
学
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
改

正
案
と
台
風
、
大
雨
に
よ
る
災

害
復
旧
費
約
１
億
６
７
６
万
円

加
え
た
一
般
会
計
補
正
予
算
案

の
両
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し

て
閉
会
し
た
。

　
市
民
病
院
の
医
師
確
保
な
ど

目
的
に
昨
年
度
制
定
の
市
医
学

修
学
資
金
貸
与
条
例
は
こ
れ
ま

で
、
大
学
入
学
後
の
学
生
を
対

象
だ
っ
た
が
、
私
立
大
学
の
医

学
部
・
推
薦
入
試
を
受
験
し

た
、
入
学
金
や
授
業
料
な
ど
を

収
め
る
時
期
が
早
い
入
学
予
定

者
に
も
貸
与
で
き
る
よ
う
に
改

正
し
た
。

　
同
会
議
で
は
、
白
川
博
一
市

長
が
閉
会
前
、
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
大
会
応
援
後
６
日
か
ら
２

週
間
程
度
、
福
岡
市
、
九
州
大

学
病
院
に
入
院
し
、
心
臓
の
「
僧

帽
弁
（
そ
う
ぼ
う
べ
ん
）
閉
鎖

不
全
症
」
の
手
術
を
受
け
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
白
川
市
長
に
よ
る
と
、
手
術

は
９
日
に
行
わ
れ
る
運
び
で
、

入
院
期
間
中
は
、
職
務
代
理
者

は
置
か
ず
、
業
務
に
関
し
て

は
、
手
術
当
日
を
除
い
て
電
話

で
指
示
を
伝
え
る
こ
と
に
し
て

お
り
、
手
術
に
つ
い
て
は
、
今

年
２
月
に
も
過
労
に
よ
る
心
不

全
で
１
週
間
入
院
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
「
仕
事
の
事
も
あ
り

迷
っ
た
が
、
今
後
、
不
安
な
く

職
務
を
遂
行
す
る
上
か
ら
も
手

術
を
受
け
る
判
断
を
し
た
」
と

説
明
し
た
。

県
消
防
操
法
大
会
を
制
覇

芦
辺
第
１
分
団
・
石
田
第
２
分
団
第
３
小
隊

　
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
守

る
」
の
郷
土
愛
護
の
精
神
で
、

地
域
の
消
防
・
防
災
の
か
な

め
と
し
て
活
動
を
展
開
し
て

い
る
消
防
団
員
が
、
日
頃
の

厳
し
い
訓
練
の
成
果
を
発
揮

し
、
県
内
各
地
で
の
大
会
経

て
代
表
と
し
て
そ
の
技
術
な

ど
競
い
合
う
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
大
会
が
５
日
、
大
村
市
、

県
消
防
学
校
で
開
か
れ
、
各

地
区
の
代
表
チ
ー
ム
が
見
事

な
演
技
を
披
露
し
た
。

　
県
、
（
財
）
県
消
防
協
会
が

主
催
し
て
ポ
ン
プ
車
操
法
・

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
2
部
門

で
行
わ
れ
、
今
大
会
で
31
回

目
と
な
っ
た
同
大
会
に
は
本

市
の
代
表
と
し
て
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
石
田
地
区

第
２
分
団
第
３
小
隊
（
山
崎
）、

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
は
芦

辺
地
区
第
一
分
団
（
全
域
）

が
出
場
、
厳
し
い
練
習
で
こ

れ
ま
で
以
上
に
磨
き
を
か
け

高
め
た
技
術
を
、
き
び
き
び

と
し
た
素
早
い
動
作
で
披
露

し
た
本
市
の
両
代
表
が
、
他

地
区
の
代
表
を
寄
せ
付
け
ず
、

見
事
に
優
勝
を
果
た
し
た
。

　
優
勝
の
両
チ
ー
ム
は
翌
６

日
午
後
３
時
５
分
印
通
寺
港

着
の
フ
ェ
リ
ー
で
、
消
防
署
、

消
防
団
関
係
者
、
家
族
、
市

民
ら
が
、
「
お
め
で
と
う
」
な

ど
と
書
か
れ
た
横
断
幕
を
掲

げ
、
大
勢
が
拍
手
で
出
迎
え

る
中
、
優
勝
旗
を
手
に
フ
ェ

リ
ー
を
降
り
、
改
善
セ
ン
タ
ー

で
報
告
会
が
開
か
れ
た
。

　
報
告
会
で
は
、
中
原
康
壽

副
市
長
ら
が
「
ダ
ブ
ル
で
の

優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
厳
し
い
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
て
の
優

勝
で
は
あ
る
が
、
家
族
を
は

じ
め
、
職
場
や
地
域
の
人
た

ち
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
の
優
勝
。
こ
の
優
勝
は
、

市
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
、

そ
れ
ま
で
に
先
輩
た
ち
が
築

い
た
歴
史
に
、
更
な
る
新
し

い
時
代
を
刻
む
も
の
。
心
か

ら
敬
意
を
表
し
感
謝
す
る
」

な
ど
と
祝
辞
を
述
べ
、
全
国

大
会
（
10
月
７
日
、
東
京
、

県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
の

は
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
）

に
本
県
の
代
表
と
し
て
出
場

す
る
石
田
地
区
第
２
分
団
第

３
小
隊
を
激
励
、
全
国
の
頂

点
を
目
指
す
同
第
３
小
隊
の

メ
ン
バ
ー
か
ら
は
覇
気
が
み

な
ぎ
り
、
両
代
表
チ
ー
ム
の

選
手
た
ち
の
胸
に
か
け
ら
れ

た
メ
ダ
ル
が
一
際
輝
い
て
見

え
た
。

　
両
チ
ー
ム
の
選
手
は
次
の

通
り
。

▼
芦
辺
地
区
第
一
分
団
▽

指
揮
者
・
辻
川
雅
人
▽
１

番
員
・
小
川
学
▽
２
番
員
・

村
田
博
城
▽
３
番
員
・
中

村
天
洋
▽
４
番
員
・
倉
永

隆
裕
▽
補
助
員
・
播
磨
三

吉▼
石
田
地
区
第
２
分
団
第

３
小
隊
▽
指
揮
者
・
平
田

征
史
▽
１
番
員
・
脇
田
亘

▽
２
番
員
・
脇
田
良
司
▽

３
番
員
・
江
口
慎
太
郎
▽

補
助
員
・
酒
井
博
俊


